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赤穂市民生委員児童委員協議会

民児協 あこう
広げよう　地域に根ざした　思いやり

　第 44 号　平成 26 年　春号

笑
顔
の

花
が
咲
き
ま
し
た４月 11 日　坂越公民館にて花見の会

民
生
委
員
児
童
委
員
信
条

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人

愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

地
域
社
会
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意

を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自

立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ

て
の
人
々
と
協
力
し
、
明

朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

公
正
を
旨
と
し
、
人
格
と

識
見
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

 

児 

童 

憲 

章

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ

る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
中
で

育
て
ら
れ
る
。
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昨
年
の
一
斉
改
選
を
受
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
協
議
会
に
お
い
て

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
水
野
で

ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り

し
て
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め

尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、

核
家
族
化
に
よ
る
一
人
暮
ら
し
老

人
の
増
加
な
ど
、
家
族
意
識
の
変

容
が
進
む
な
か
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
薄
れ
、
地
域
で
の
孤
立

や
孤
独
、
医
療
や
介
護
、
子
育
て

の
不
安
な
ど
、
地
域
社
会
と
そ
こ

に
暮
ら
す
住
民
の
抱
え
る
課
題
は

近
年
ま
す
ま
す
複
雑
・
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
・
高
齢
者
・
障
が

い
者
へ
の
虐
待
、
高
齢
者
の
孤
独

死
、
悪
徳
商
法
の
被
害
、
自
然
災

害
な
ど
、
緊
急
な
対
応
が
必
要
な

課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
だ
れ
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
期

待
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
地
域
の
住
民
の
立
場
に
立

ち
、
関
係
機
関
と
協
力
関
係
を
築

き
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
一
斉
改
選
で
新
し
く
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
ら
れ
た

方
々
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
が
一
刻
も
早
く
、
地
域

の
方
々
に
頼
ら
れ
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
再
任
さ
れ
た
委
員
の

方
々
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
も

当
協
議
会
の
活
動
に
ご
助
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

赤穂市民生委員
児童委員協議会
会長  水野　亮

地
区
委
員
長
　
久
須
　
律
子

　
中
村
　
孝
司　
・　
虎
津
　
禎
一

　
真
殿
　
澄
江　
・　
髙
力
　
久
枝

　
向
濱
　
洋
子　
・　
米
野
　
征
也

　
魚
本
美
智
子　
・　
涌
元
　
雅
代

　
山
﨑
　
悦
男　
・　
大
西
　
則
子

　
西
﨑
　
　
要　
・　
柳
内
　
和
代

　
三
木
　
保
子　
・　
鵜
﨑
タ
ヱ
子

　
守
部
　
悦
子　
・　
千
年
屋
正
子

地
区
委
員
長
　
大
田
　
登

　
木
村
　
繁
滿　
・　
濱
本
　
昌
宣

　
山
本
す
み
子　
・　
小
島
　
愛
子

　
西
濱
　
　
守　
・　
千
㟢
紀
美
子

　
伊
東
　
康
子　
・　
船
曳
眞
紀
子

　
有
田
　
勝
美　
・　
冨
永
萬
代
子

　
西
角
　
正
志　
・　
田
端
　
昭
男

　
浅
野
　
宣
江　
・　
松
本
　
賢
仁

　
井
上
　
郁
子　
・　
山
家
　
光
代

地
区
委
員
長
　
丑
田
　
洋
二

　
山
野
　
敏
則
　

・
　

鳴
神
　
義
量

　
池
田
　
正
男
　

・
　

服
部
　
洋
子

　
橋
本
　
清
美
　

・
　

柏
　
日
出
男

地
区
委
員
長
　
出
口
　
　
卓

　
佐
方
　
武
彦
　

・
　

有
田
　
祥
子

　
蒐
場
　
洋
子
　

・
　

穐
本
千
津
子

　
後
藤
　
利
樹
　

・
　

三
村
　
精
治

　
中
川
　
　
博
　

・
　

中
田
　
宣
子

　
青
木
　
洲
平
　

・
　

大
黒
　
稔
幸

地
区
委
員
長
　
米
田
　
絹
子

　
米
谷
　
勝
利
　

・
　

藤
田
　
佳
子

　
水
野
　
　
亮
　

・
　

宮
本
　
章
子

　
山
口
み
な
子
　

・
　

野
山
貴
久
子

　
戸
田
　
一
子
　

・
　

久
野
　
俊
章

地
区
委
員
長
　
桐
谷
　
宙
佳

　
高
本
よ
り
子
　

・
　

原
田
　
敏
昭

　
前
本
美
奈
子
　

・
　

深
澤
す
み
子

　
松
田
　
利
一
　

・
　

柏
木
　
多
聞

　
小
林
　
幸
子
　

・
　

寺
内
　
一
成

　
磯
本
　
歌
見
　

・
　

松
本
十
代
子

　
睦
谷
美
恵
子
　

・
　

山
根
寿
美
子

　
沼
田
　
貴
代

地
区
委
員
長
　
山
崎
　
道
夫

　
前
田
　
　
護
　

・
　

安
井
　
絹
代

　
古
森
　
雄
三
　

・
　

浦
池
　
伸
朔

　
松
本
　
　
茂

地
区
委
員
長
　
中
道
　
昭
之

　
清
水
　
輝
代
　

・
　

宮
崎
　
早
苗

　
中
川
　
明
己
　

・
　

稲
田
　
啓
子

　
山
﨑
　
賢
一
　

・
　

河
上
　
俊
之

赤
穂
地
区
（
17
名
）

児
童
か
ら
老
人
ま
で

元
気
あ
ふ
れ
る
笑
顔

塩
屋
地
区
（
17
名
）

目
配
り
、
気
配
り
、

向
こ
う
三
軒
両
隣

御
崎
地
区
（
９
名
）

み
ん
な
で

 

さ
さ
え
あ
い

き
ょ
う
り
ょ
く
し
よ
う
�

有
年
地
区
（
９
名
）

見
守
り

　
　
心
の
つ
な
が
り

　
　
　
　
　
思
い
や
り

城
西
地
区
（
14
名
）

お
元
気
で
す
か
。

あ
り
が
と
う
。
の
一
声
を
！

み
ん
な
で
支
え
る
城
西
の
ま
ち

尾
崎
地
区
（
16
名
）

心
で
つ
な
ぐ
家
族
の
絆

西
部
地
区
（
７
名
）

思
い
や
り
の
あ
る

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
西
部

主
任
児
童
委
員
（
５
名
）

育
て
よ
う
子
ど
も
の
心

守
ろ
う
み
ん
な
の
笑
顔

坂
越
地
区
（
11
名
）

目
く
ば
り
、気
く
ば
り
、思
い
や
り
、

築
く
地
域
に
、お
・
も
・
て
・
な
・
し

高
雄
地
区
（
６
名
）

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
充
実
の

サ
ポ
ー
ト
、
高
雄
！

あなたの地区の
民生委員児童委員です！

副会長

副会長

木村  繁滿

涌元  雅代

　
水
守
　
正
己
　

・
　

森
田
み
よ
子

　
佐
藤
　
雅
雄
　

・
　

中
元
　
龍
己

　
溝
口
　
　
將
　

・
　

米
原
　
佳
代

　
高
見
　
幸
恵

地
区
委
員
長
　
亀
井
紀
代
子

　
山
野
　
直
正
　

・
　

團
　
　
増
治

　
山
下
真
理
子
　

・
　

名
田
美
佐
枝

　
森
岡
　
啓
二
　

・
　

馬
場
　
幸
子

　
濱
田
　
雅
司
　

・
　

辻
本
大
二
郎

　
中
森
　
逸
彌
　

・
　

久
野
　
朝
代

　
髙
木
　
啓
子
　

・
　

馬
場
　
三
郎

　
三
宅
　
伸
治
　

・
　

和
田
　
秀
基

　
川
西
　
絹
子

　

ご
自
身
の
担
当
民
生
委
員
児

童
委
員
に
つ
い
て
は
市
社
会
福

祉
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ

り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
半

数
に
近
い
人
の
交
代
が
あ
り
、

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

今
号
は
新
会
長
の
抱
負
と
、

地
区
別
の
民
生
委
員
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の
向

上
の
た
め
取
り
組
む
こ
と
が
民

生
委
員
の
仕
事
で
あ
り
、
そ
の

取
組
み
等
を「
民
児
協
あ
こ
う
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

障
が
い
者
福
祉
部
会

　

部
会
の
方
針
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

１
．
定
例
会
に
於
い
て
、
専
門
の

講
師
を
招
い
て
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
民
生
委
員
に
障
が
い
者
支

援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
。

２
．
障
が
い
者
の
方
か
ら
相
談
を

受
け
た
場
合
、
対
応
出
来
る
よ
う

に
部
会
で
研
修
を
重
ね
る
。

３
．
各
種
団
体
の
中
で
も
特
に
障

が
い
者
関
係
の
団
体
や
施
設
と
の

交
流
を
深
め
、
主
催
す
る
行
事
等

に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
目
標
を
立
て
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
良
い

と
考
え
ま
す
。

児
童
福
祉
部
会

　

平
成
26
年
度
の
活
動
計
画
は
、

園
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
塩

屋
保
育
所
へ
行
き
、
現
在
の
保
育

所
事
情
の
話
を
聞
い
た
り
園
児
た

ち
と
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
、
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
と
思
い
っ
き

り
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
開
館
し
た
赤
穂
東

児
童
館
の
真
新
し
い
建
物
や
設
備

を
見
学
し
、
児
童
館
の
役
割
等
の

話
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
講
師
を
招
い
て
児

童
の
健
全
育
成
、
児
童
虐
待
な
ど

の
研
修
も
行
い
ま
す
。

老
人
福
祉
部
会

　

高
齢
社
会
か
ら
超
高
齢
社
会
へ

と
移
行
す
る
の
は
時
間
の
問
題
と

言
わ
れ
て
い
る
現
在
、
老
人
福
祉

問
題
も
複
雑
化
し
対
応
も
困
難
な

状
態
で
す
。

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
在
宅
で

老
人
が
老
人
を
看
る
と
い
う
老
々

介
護
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
様
な
中
で
の
諸
々
の
事
情

が
重
な
り
人
権
や
尊
厳
が
失
わ
れ

虐
待
へ
と
発
展
し
ま
す
。

　

私
達
、老
人
福
祉
部
会
で
は「
高

齢
者
虐
待
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
て
研
修
し
、
地
域
の
方
々
や
関

係
機
関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

見
守
り
活
動
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
部
会

　

広
報
部
会
は
市
民
の
皆
様
に
民

生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
の
活
動
を
広
く
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
春
、
秋
、
年
２
回
の

広
報
誌
「
民
児
協
あ
こ
う
」
の
発

行
と
委
員
相
互
の
情
報
交
換
の
た

め
、「
民
児
協
だ
よ
り
」
を
随
時

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
福
祉
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、
研
修
、

各
種
施
策
な
ど
の
改
正
、
新
規
の

事
業
な
ど
皆
様
に
知
っ
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
記
事
を
「
明
る
く
、

楽
し
く
、見
や
す
い
広
報
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
掲
載
し
て
い

き
ま
す
。

　先日、農業をしている青年と話す機
会がありました。彼が進める農法は、
野菜そのものを見て、土壌を肥やすこ
とに主眼をおき、決まった時期の肥料
は与えないそうです。毎日その成長を
見ていると野菜が何を欲しているかが
わかるとも。子育てと似ているので「子
育て農法」とも言われているとか。彼
からいただいた野菜は、みずみずしく
て勢いがあり、とってもおいしいもの
でした。
　自分の子育てを顧みたとき、きちん
と子どもそのものを見てやれていたの
かなと反省しました。生育が早い遅
いと誰かと比べてみたり、成績がよい
悪いと一喜一憂してみたり。その子そ
のものを見ていたら、必ず昨日より今
日は成長しているはず。それを認めて、
いい環境を作るのが親の務めなどでは、
そんなことを思ったりしました。
　子育て中のみなさん、子育てにマニュ
アルはありません。子どもそのものを
見て成長を認め、育つ環境をきちんと
整えてあげてください。

親の仕事は豊かな
土壌作り

子育て
ワンポ

イント

アドバ
イス　

主任児
童委員

　
21

部会の抱負


